
単位：人／年
No.9

量の見込み 提供体制 利用実績 提供体制（供給実績）

R2 73 492 15 850
R3 73 492 31 968 A
R4 73 492 39 972 C Ａ
R5 73 492 53 972 A
R6 73 492 69 972 A

計画 実績
進捗度

病児保育事業（病児・病後児保育事業）　

単位：人／年
No.8

量の見込み 提供体制 利用実績 提供体制（供給実績）

R2 3,347 7,350 12,153 24,080
R3 3,636 7,350 12,220 23,010 A
R4 4,029 7,350 11,096 23,180 C Ａ
R5 4,389 7,350 19,491 38,016 A
R6 4,730 7,350 27,237 50,290 A

進捗度

一時預かり事業（幼稚園型）　

計画 実績

単位：人／年
No.8

量の見込み 提供体制 利用実績 提供体制（供給実績）

R2 3,347 7,350 12,153 24,080
R3 3,636 7,350 12,220 23,010 A
R4 4,029 7,350 11,096 23,180 C Ａ
R5 4,389 7,350 19,491 38,016 A
R6 4,730 7,350 27,237 50,290 A

進捗度

一時預かり事業（幼稚園型）　

計画 実績

・ 地域子ども・子育て支援事業の進捗状況を管理する上で以下の表の
とおり進捗度（A~Eの５段階）という指標を用いていましたが、部署に
よって解釈が異なっていたため、考え方を整理して過去の進捗度の見
直しを行いました。

地域子ども・子育て支援事業の進捗度の見直しについて

×量の見込みと利用実績を比較している場合
R4の量の見込み(73)と利用実績(39)を比較して、
利用実績の方が少ないため進捗度Cとしていた。

×利用実績同士を比較している場合
R3(12,220)→R4(11,096)の利用実績を比較して、
R4が減少しているため進捗度Cとしていた。

誤った解釈例

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

　事業を縮小して実施した

　事業を実施していない／休止又は中止した

　事業を廃止した

進捗度

　事業を拡大して実施した

　事業を計画どおり実施した

整理後の解釈例

基準① ニーズを満たしているか。
（量の見込みに対して不足なくサービスを
供給できているか）
基準② 提供体制に達しているか。
（見込んだ計画の提供体制（受け皿）が整
備できているか）
基準① 利用実績と供給実績を比較
赤枠内の利用実績（利用した児童数）と
供給実績（受け皿）を比較する。

基準② 供給実績と提供体制を比較
黒丸内の供給実績（受け皿）と提供体制
（受け皿の目標数）を比較する。

基準①と②のいずれも満たしている場合
→ 進捗度A
基準①のみを満たしている場合
→ 進捗度B
※（単位が「か所」の事業のみ）
基準②を満たしていない場合
→進捗度C

資料６－２



単位：か所

No.1

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 2 2 2 2
R3 3 3 2 2 D Ｃ
R4 3 3 2 2 C
R5 3 3 3 3 B
R6 3 3 3 3 B

利用者支援事業（基本型）

計画 実績
進捗度

変更した部分について

No1 利用者支援事業（基本型）
（単位が「か所」の事業のみ）基準②を満たしていないため進捗度C

供給実績（施設設置数）が提供体制（設置目標数）に達していない。

単位：人
No.2

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 2,686 2,686 1,451 3,361
R3 2,704 2,704 1,480 3,312 B Ａ
R4 2,712 2,712 1,638 3,426 A
R5 2,735 2,735 1,852 3,324 A
R6 2,787 2,787 1,940 3,464 A

計画 実績
進捗度

時間外保育事業

No2 時間外保育事業
基準①と②のいずれも満たしているため進捗度A

利用実績（利用した児童数）を供給実績（受け皿）が上回っており、
供給実績（受け皿）が提供体制（受け皿の目標数）に達している。

単位：人
No.3

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 1,582 1,384 1,384 1,349
R3 1,601 1,528 1,421 1,498 B
R4 1,630 1,558 1,342 1,579 B Ａ
R5 1,660 1,598 1,610 1,638 B A
R6 1,643 1,645 1,644 1,638 B

計画 実績
放課後児童健全育成事業

進捗度

No2 放課後児童健全育成事業
基準①と②のいずれも満たしているため進捗度A

利用実績（利用した児童数）を供給実績（受け皿）が上回っており、
供給実績（受け皿）が提供体制（受け皿の目標数）に達している。



No7 地域子育て支援事業※例外
（単位が「か所」の事業のみとする）基準②を満たしていないため進捗度C

No7地域子育て支援事業については、R4年度以降の施設の設置か所数が不足
している。

単位：人／年
No.8

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 3,347 7,350 12,153 24,080
R3 3,636 7,350 12,220 23,010 A
R4 4,029 7,350 11,096 23,180 C Ａ
R5 4,389 7,350 19,491 38,016 A
R6 4,730 7,350 27,237 50,290 A

進捗度

一時預かり事業（幼稚園型）　

計画 実績

No8 一時預かり事業（幼稚園型）
基準①と②のいずれも満たしているため進捗度A

利用実績（利用した児童数）を供給実績（受け皿）が上
回っており、供給実績（受け皿）が提供体制（受け皿の目
標数）に達している。

単位：人／年(か所)
No.7

量の見込み 提供体制 利用実績 提供体制（供給実績）

R2 86,353(10) 86,353(10) 25,853(9) 25,853(9)

R3 86,014(11) 86,014(11) 32,105(11) 32,105(11) B
R4 85,473(13) 85,473(13) 36,978(11) 36,978(11) B C
R5 85,529(15) 85,529(15) 56,005(11) 56,005(11) C
R6 86,448(17) 86,448(17) 58,208(11) 58,208(11) C

進捗度

地域子育て支援拠点事業

実績計画

単位：人／年
No.8

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 12,113 35,405 6,226 38,380
R3 11,610 35,322 5,853 31,269 C Ｂ
R4 11,268 35,405 4,969 33,236 C Ｂ
R5 11,427 35,540 5,156 35,959 A
R6 10,793 35,540 6,176 32,120 B

進捗度
計画 実績

一時預かり事業（一般型）　

No8 一時預かり事業（一般型）
基準①のみを満たしているため進捗度B

利用実績（利用した児童数）を供給実績（受け皿）が上回って
いるが、供給実績（受け皿）が提供体制（受け皿の目標数）に
達していない。



単位：人／年
No.9

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 73 492 15 850
R3 73 492 31 968 A
R4 73 492 39 972 C Ａ
R5 73 492 53 972 A
R6 73 492 69 972 A

病児保育事業（病児・病後児保育事業）　

計画 実績
進捗度

単位：人
No.12

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 ー ー 1,333 1,333
R3 ー ー 1,710 1,710 C Ｂ
R4 ー ー 1,504 1,504 B
R5 ー ー 1,276 1,276 B
R6 ー ー 1,150 1,150 B

実費徴収に係る補足給付事業

計画 実績
進捗度

単位：人
No.13

量の見込み 提供体制 量の見込み（利用実績） 提供体制（供給実績）

R2 ー ー ー ー
R3 ー ー 45 45 A Ｂ
R4 ー ー 24 24 B
R5 ー ー 19 19 B
R6 ー ー 25 25 B

進捗度

多様な主体の参入促進事業

計画 実績

No9 病児保育事業（病児・病後児保育事業）
基準①と②のいずれも満たしているため進捗度A

利用実績（利用した児童数）を供給実績（受け皿）が上
回っており、供給実績（受け皿）が提供体制（受け皿の目
標数）に達している。

No12 実費徴収に係る補足給付事業
基準①のみを満たしているため進捗度B

利用実績（児童数）に対して不足なくサービスを供給できている

No13 多様な主体の参入促進事業
基準①のみを満たしているため進捗度B

利用実績（児童数）に対して不足なくサービスを供給できている


